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令和５年度 国立若狭湾青少年自然の家 福井県「体験の風をおこそう」運動推進事業 

 

令和５年度「FUKUI Kids EXPO」 事業報告書 

令和５年９月 30日（土）１０：００～１５：００ 

 

Ⅰ 事業概要 

 福井県「体験の風をおこそう」運動推進事業は、福井県の青少年教育施設や団体が連携し、子どもたちや保護者、学校

関係者等に様々な体験の機会を提供することを通して、体験活動への理解を深めてもらうことを目的に実施されている。ま

た、同時に地域の特色を生かした体験活動を積極的に取り入れ一人ひとりが地域に目を向け、地域の自然・歴史・文化を

自分たちの「ふるさと」として大切にしていく気運を醸成する取り組みである。 

 「ＦＵＫＵＩ Ｋｉｄｓ ＥＸＰＯ」は、その一環として、構成された実行委員会のメンバーとともに企画立案から実施に至るまで協

働して取り組むことにより、地域一体となって体験活動のさらなる推進を目指すとともに、既存のフィールドを超えて、新たな

場所で実施することで、より多くの方々に体験を届けていくことを目的に昨年度に引き続き２回目の実施となった。 

 

◆ 目的 

 子どもの健やかな成長に体験がいかに大切かを広く家庭や社会に伝え、社会全体で体験活動を推進する気運を高

める機会とする。 

 体験活動の普及啓発活動の充実、「体験の風をおこそう」運動推進事業の展開、広報活動の強化により、福井県内

各地域における本運動を推進し、体験活動の機会と場を充実させる機会とする。 

 福井県「体験の風をおこそう」実行委員会構成団体が協働して、事業を企画運営することにより、団体間での連携を

強化し、よりよい体験活動の普及啓発を推進していく機会とする。 

 

◆ 開催場所 

道の駅 南えちぜん山海里 ３F―屋上イベント広場 

 

◆ 連携機関（出展団体ならびに体験内容） 

出展団体（実行委員会所属団体） 体験内容 

国立若狭湾青少年自然の家 事務局（受付・ノベルティ配布等） 

缶バッジ作り 

福井県キャンプ協会 薪割り体験・火おこし体験 

一般社団法人 Switch Switch 葉っぱのエコバック作り 

合同会社ノーム自然環境教育事務所 ヒノキの箸つくり 

福井県立の青少年教育施設 

・あわら青年の家 

・奥越高原青少年自然の家 

・越前青年の家 

・三方青年の家 

各施設に関する広報ブース 

※広報資料の設置のみ。 

出展団体（協力団体） 体験内容 

美浜町エネルギー環境教育体験館 きいぱす ぴょんぴょんカエルつくり 

いけだのそら フィールドビンゴ 

敦賀楽しモルックの会 モルック体験 

特別協賛 体験内容 

コールマン デイキャンプ体験 
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Ⅱ 「ＦＵＫＵＩ Ｋｉｄｓ ＥＸＰＯ」当日運営について 

当初７月９日（日）に開催する予定だったが、前日から当日にかけて大雨警報が発令されていたため、事業を延期し

９月３０日（土）に開催した。昨年度の経験等により、日曜開催のほうが多くの来場者数が見込めるとのことだったが、

他の事業の状況等を鑑みて、土曜日の開催となった。 

当日は、天候にも恵まれ、少し暑いくらいの天気であったが、300名程度の集客を見込んでいたが 150名程度の集

客となった。 

◆ 来場者情報 

来場者数：151名（内訳：大人 50名、子ども：101名） 

来場者アンケートの結果などにより、当日は、チラシを見て来場した方やイベント情報サイトを見て来場した方がいた

ことがわかった。一方で、サービスエリアに隣接する道の駅という実施会場の特性上、“通りがかりに立ち寄った”来場者

が半数程度いた。親子連れの家族だけでなく、地元の子どもや大人の旅行グループなどの来場も見られた。 

   

◆ 各活動（ブース）の様子 

出展団体名 国立若狭湾青少年自然の家 

体験内容 受付、缶バッジつくり 

体験人数 76人 

体験料 無料 

活動の様子 缶バッジつくりでは、自分で描いた絵を機械で切り抜き、缶バッジを作成した。自分で描いた絵のほか、

若狭湾のキャラクターであるトビーが描いてあるものも用意してあり、たくさん缶バッジを作って早速バッ

クや洋服に着けている姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展団体名 福井県キャンプ協会 

体験内容 火おこし、たき火体験 

体験人数 27人 

体験料 500円 

活動の様子 火おこし体験では、縄文時代から行われていたとされる「まいぎり式火おこし」を行い、火をつけることの

難しさと同時に、ついた時の感動を参加者は味わっていた。また、火おこし体験の隣りでは、たき火ベース

があり、火の暖かさを感じるとともに、その火を使ってマシュマロ焼きをして楽しんでいた。 
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出展団体名 一般社団法人 Switch Switch 

体験内容 葉っぱのエコバック作り 

体験人数 24人 

体験料 500円 

活動の様子 若狭地域でよく見かける植物の「アブラギリ」など、大小様々な形をした葉っぱから、参加者が好きな葉っ

ぱを選び、アクリル絵の具を付けて思い思いにエコバックへプリントしていた。世界に一つだけのマイエコ

バックが完成し、喜ぶ参加者の様子が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展団体名 合同会社ノーム自然環境教育事務所 

体験内容 ヒノキの箸つくり 

体験人数 12人 

体験料 800円 

活動の様子 「かんな」を使って、ヒノキの木を削って箸をつくる体験を行った。かんなで削った箸は、紙やすりで磨いた

り、油を塗ってつやを出したりした。ヒノキをその場で削って作るため、作りながらヒノキの香りを感じ、「い

い匂い」と親子で話していた。また、「かんな」を初めて使う人も多く、試行錯誤を繰り返しながら職員の

サポートを受け、満足のいく箸を作る姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

出展団体名 美浜町エネルギー環境教育体験館 きいぱす 

体験内容 ぴょんぴょんカエルつくり 

体験人数 108人 

体験料 無料 

活動の様子 厚紙と輪ゴムだけで作れる「ぴょんぴょんカエル」に、小さな子どもも職員のサポートを受けながら一生

懸命作る様子があった。作った後は、みんなでカウントダウンをし、３０ｃｍほど跳ねる「カエル」に驚きと喜

びの歓声があがり、ずっと楽しく遊ぶ姿が見られた。 
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出展団体名 いけだのそら 

体験内容 フィールドビンゴ 

体験人数 9人 

体験料 150円 

活動の様子 様々な自然に関するお題が書かれたビンゴカードを持って、会場の近くにある公園でそのお題を探して

探検する体験を提供した。お題は、「ピカピカのいし」や「とりのこえ」など、自然を五感を使って感じなが

ら見つけるお題になっていて、未就学児の来場者も保護者と一緒に楽しんでいる様子だった。ビンゴが揃

うと景品として「ポン菓子」がもらえ、喜ぶ様子も見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出展団体名 敦賀楽しモルックの会 

体験内容 モルック体験 

体験人数 73人 

体験料 300円 

活動の様子 フィンランドの伝統的なゲームを元に、障がいの有無、性別や年代を問わず、誰もが楽しめるものとして考

えられたアウトドアスポーツ「モルック」を行った。昨年度同様に福井県内でモルックの普及や体験の場を

提供している団体の協力を得て実施した。今回は、一人で高得点を目指すルールにし、獲得した点数に

よって景品を変えており、歓声をあげながら高得点を目指す姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

出展団体名 コールマン 

体験内容 デイキャンプ体験 

体験料 無料 

活動の様子 コールマンより各ブースに設置するタープシェードや、デイキャンプ体験のテント、寝袋などの協賛をいた

だいた。デイキャンプ体験ブースをイベント会場に中心に設置したことで、テント周辺で時間を過ごすな

ど、多くの方の目に留まるブースとなった。また、テントの近くにパンフレット等を配置した広報ブースを設

置し、コールマンのアウトドアチェアに座って眺める方もいた。 
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◆ 参加者の声（抜粋） 

 子どもがとても嬉しそうでした！ありがとうございます。 

 子どもたちを連れてキャンプに行きたいなと考えているので、楽しい経験でした！ 

 なかなかできない、火起こしとても良かったです🌼また企画してください。 

総じて、楽しかったという感想が多くみられた。特に、キャンプに興味のある来場者にとっては、さらに関心を高める機会と

なったようだ。また、開催時期については、「ちょうどよい時期だった」という感想もいただいた。 

 

◆ 出展団体の声（抜粋） 

・ いろんな体験ができ参加者は満足そうだった。一方で、より多くの人を呼び込むためには、運営側でもイベントの告知

など広報の方法を考える必要がある。 

・ 会場への案内掲示が少なかった印象がある。 

・ お互いの体験内容を向上させるような意見交換の場があってもよい。 

・ 多少の体験の統一感（自然物を使うなど）があってもよい。 

・ 来場者が少なく、全体的に「不満」だった。 

・ 突風が吹いた際に、設置物が倒れたので、倒れないよう設置の工夫をする必要があった。 

 

◆ 成果と課題 

 退場時アンケートに回答があった１４件のうち、93％（13 件）が「満足」、「やや満足」と

回答した。来場のあった未就学児からご高齢の方まで、幅広く満足度の高い事業となっ

たと考える。 

 開催した時期（土曜日の開催）や実施会場を鑑み、当初予定していた７月の開催時期

のほうが開催予定の事業（特に夏の事業）が多く、広報につながったと伺える。しかしな

がら、退場時アンケートの結果、「今後、出展団体の他のイベントに参加してみたいと思

いましたか」の質問では、全員（14 件）が「思った」「少し思った」と回答しており、団体

や事業の広報の一助となった。 

 受付にて参加ノベルティを配布していたが、数に限りがあり、渡せない人がでてきてしま

ったため、配布方法や数を検討する必要があった。 

 今回当事業に初めて出展した団体からは、「来場者が思ったより少なかったことが残念だったが、大人の方への団体

紹介ができてよかった」というようなコメントがあり、これまでの自身の提供エリアを越えて、団体の紹介などの PR が

できたことは有効であったと考える。 

 それぞれ出展団体が提供する体験活動は、若狭湾青少年自然の家では提供していない（できない）体験活動のため、

当事業では、多種多様なジャンルにおける体験活動が提供でき、これまでに体験を届けてこなかったモノ・コトや、人

に対して体験活動の普及啓発に効果があったと考える。 

・ 本事業では、主に４つの方法＜①開催地域の幼保・小学校等へチラシの配架・配布 ②出展団体のHP・SNSでの広

報 ③道の駅の HP や現地での広報 ④福井県のイベント情報サイト“ふ～ぽ”への掲載＞にて広報を行ったが、当日

の来場者が少なかった。９月時においても７月開催と同様にプレスリリースを行うほか、各所メディアや情報誌等、様々

なジャンルにおける広報を行う必要があった。 

・ 退場時に来場者アンケートへの回答を呼びかけたが、回収数が少なかった。出入りが自由なイベントにおいて、来場

者の声をより多く拾う工夫をする必要があった。 

 

◆ 事業運営のツボ・工夫 

 本事業では、国立青少年教育振興機構がボーイスカウト日本連盟とガールスカウト日本連盟と連名で主催している

「お外でリアル体験！そとチャレラリー2023」も重ねて実施し、各ブースで体験した活動に応じて応募条件のスタンプ

を獲得できることにした。 

N=14 

N=14 
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 実行委員と連携して企画・運営を行うため、事業前後に数回オンラインミーティングを行い、協議および情報共有を行

った。 

・ ７月開催の際には、福井県教育委員会の協力を得て、プレスリリースを行い、各メディア（NHK 福井放送局、福井放

送、福井新聞）のイベント情報コーナーで広報することができた。開催は延期となったが、プレスリリースの有効性は伺

えた。 

 

 

 

 
【事業担当】 

国立若狭湾青少年自然の家  小林、斎藤、須藤、馬場 

住所：〒917-0198 福井県小浜市田烏区大浜  

TEL：0770-54-3100 FAX：0770-54-3023 

Mail：wakasawan@niye.go.jp 

 


